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1．はじめに
播磨では、今年の冬は天候が不順で1月下旬から2

月中旬まで雪の降らない週はない。SPring-8に登っ
てくる道路は4本あるがどれも急坂があり、雪が積
もると人・物の運搬に大きな支障がでる。輸送チャ
ンネル建設も佳境にさしかかり、毎日のように物品
の搬入が行われているが、雪による納入遅れや作業
の遅延が発生しており、ビームライン建設のスケジ
ュール確保に苦労している。
しかしながら、先行するビームラインでは実験ホ

ール内輸送チャンネルはほぼ完成の域に達してお
り、1月下旬から、実験ステーション内の測定装置
の納入も始まっている。蓄積リングと2本の放射光
ビームライン（BL47XU、BL02B1）の運転開始に
必要な許可使用に係る変更許可申請が1月初旬に行
われ、順調に推移すれば2月下旬の使用前検査、5月
下旬の使用時検査を経て、当該ビームラインでは6
月から放射光ビームによる輸送チャンネル光学系の
調整が開始できる。既に前々号でお知らせした通り、
若干の遅れでBL01B1、BL04B1、BL09XU、
BL41XU、BL45XUの5本のビームラインで同様な光
学系調整が開始できるようなスケジュールで、第2
陣の変更許可申請準備が進められている。さらに、
9月中にBL08W、BL10XU、BL25SU 、BL39XUで光
学系調整を開始することを目標として、スケジュー
ル調整が行われている。
建設状況報告も3回目となったが、前2回行ってき

た「定点観測」写真を今回も掲載するので、進捗状
況をご確認頂きたい。今回は、ビームライン毎に2
月中旬現在での現状を報告する。

2．建設状況
（a）BL47XU
標準的なＸ線アンジュレータビームラインであ

り、蓄積リング運転と同時に放射線使用施設変更許

可申請を行っている2本の内の1本である。従って、
2月下旬の使用前検査時までにビームラインとして
物理的に完成している必要がある。
輸送チャンネル本体の組立、各コンポーネントへ

の配管・結線作業は1月末に終了し、各コンポーネ
ント単体としての動作確認が行われた。また、全体
を繋げた状態での真空排気試験が行われた。フロン
トエンド部分の真空ベーキングのため、一時フロン
トエンドとの接続部を取り外して作業が進められた
が、使用前検査までには元に戻される。インターロ
ックシステムも既に納入され、ロジックチェック及
び関連機器との接続作業の後、動作確認試験が行わ
れた。放射線シールドハッチの機械的な組立作業が
終了し、自動扉の開閉試験や、インターロック関連
のリミットスイッチ類の検査が進められてきた。
インターロックシステムは、ビームライン系のみ

ならず加速器系、安全管理系等、SPring-8の全系に
関わっており、しかも使用前検査の重要対象項目で
ある。このため、2月初旬に安全系インターロック
システムとの接続試験を行い良好な結果を得た。ま
た、インターロック動作および遮蔽に関して、2月
中旬に使用前検査に備えた自主検査をビームライン
建設グループの立会の元に安全管理グループが実施
し、これも良好な結果を得た。
ビームライン建設グループでは、各コンポーネン

ト、インターロックシステム、ハッチ等の遮蔽に関
して検査基準を作成し、自主検査を進めている。こ
こでの検査要領の一部が、蓄積リング運転開始後の
定期検査時に検査要領として用いられる予定であ
る。
実験ステーション機器に関しては、1月末に2つの

ステーションに設置される2台の回折計が納入され、
実験定盤がステーション内に据付られたが、本格的
な機器調整は使用前検査終了後に開始される予定で
ある。
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ビームライン制御システムのハードウェアはかな
り以前に揃っているが、ソフトウェアに関しても製
作作業が急速に進展している。これは、全ビームラ
インに共通する事であるから項を改めて述べる。

（b）BL02B1
標準的な偏向電磁石Ｘ線ビームラインであり、

BL47XUと同様に蓄積リング運転と同時に放射線使
用施設変更許可申請を行っている2本の内の1本であ
る。輸送チャンネルの建設状況はBL47XUとほぼ同
じであり、全ての作業が並行して進められている。
2月中旬に実施された自主検査において、いくつか
の施工上の不具合が判明したが、直ちに改善措置が
とられ再度の自主検査を行って良好な結果を得た。

（c）BL01B1
標準的な偏向電磁石Ｘ線ビームラインであり、

BL02B1と同じ構成となっている。このビームライ
ンは第2陣として変更許可申請を予定している5本の
内の1本であり、使用前検査を目前に控えた前述の2
本のビームラインに較べると若干の時間的余裕があ
る。ビームライン建設グループの多数のメンバーが
第1陣ビームラインの完成に向けての残作業に従事
し、2月下旬の使用前検査終了後に第2陣ビームライ
ン完成へ向けての詰めの作業に入れるのが実態であ
る。
標準偏向電磁石Ｘ線ビームラインでの傾斜架台を

含む輸送チャンネル本体の組立、各コンポーネント
への配管・結線作業は1月中に終了し、各コンポー
ネント単体としての動作確認が行われた。また、全
体を繋げた状態での真空排気試験が行われた。放射
線シールドハッチでは、構造物の建設は終了したが、
2月末に向けて自動扉の調整、水・圧空配管確認、
電気錠調整、補強工事等いくつかの残作業が進めら
れる。
インターロックシステムはロジック上はBL02B1

と同一であるが、個別機器の動作試験を2月末に始
める予定でスケジュール調整が行われている。

（d）BL41XU
標準的なＸ線アンジュレータビームラインであ

り、BL47XUにミラーを2台加えた構成となってい
る。このビームラインも第2陣として変更許可申請
を予定している5本の内の1本である。
輸送チャンネル本体の組立、各コンポーネントへ

の配管・結線作業は2台のミラーを除いて1月中に終
了し、各コンポーネント単体としての動作確認が行
われた。また、ミラー設置箇所をダミー管に置き換
えた状態での真空排気試験が行われた。放射線シー
ルドハッチでは、構造物の建設は一部の塗装を残し
ており、自動扉の調整、水・圧空配管確認、電気錠
調整等いくつかの残作業が進められていて、2月下
旬に最終検査を行う。インターロックシステムでは、
各コンポーネントとの結線作業が進められており、
2月下旬に個別動作試験及び総合動作試験が予定さ
れている。

（e）BL09XU
標準的なＸ線アンジュレータビームラインであ

り、BL47XUと同一の構成となっている。このビー
ムラインも第2陣として変更許可申請を予定してい
る5本の内の1本である。
輸送チャンネル本体の組立、各コンポーネントへ

の配管・結線作業は1月中に終了し、各コンポーネ
ント単体としての動作確認が行われた。全体を繋い
での真空排気試験でリーク箇所が発見され現在対処
している最中である。放射線シールドハッチは、構
造物の建設ほぼ終了したが、水・圧空配管確認を初
めとしていくつかの残作業が進められている。イン
ターロックシステムでは、各コンポーネントとの結
線作業が進められており、3月初旬に個別動作試験
及び総合動作試験が予定されている。
実験ステーション機器に関しては、1月末に2回折

計が納入された。本格的な機器調整は輸送チャンネ
ル完成後に開始される予定である。

（f）BL45XU
理研ビームラインであり、垂直アンジュレータか

らの放射光を、ダイヤモンド分光器によって2つの
実験ステーションで同時に使用できる特殊な輸送チ
ャンネル構成を持っている。このビームラインも第
2陣として変更許可申請を予定している5本の内の1
本である。輸送チャンネル本体の組立、各コンポー
ネントへの配管・結線作業はほぼ終了し、真空排気
試験開始を待っている。放射線シールドハッチはほ
ぼ終了した。水配管の流水テスト時に若干の不具合
があり改善を計画している。

（g）BL04B1
偏向電磁石からの白色Ｘ線を利用するビームライ
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ンであり、第2陣として変更許可申請を予定してい
る5本の内の1本である。輸送チャンネルは一部のべ
ローズ、単管を残して組立を完了している。放射線
シールドハッチは構造物としてはほぼ完成し、ユー
ティリティ関連の工事が残っている。2月中旬にマ
ルチアンビル高圧回折装置が搬入され、実験ステー
ション内に設置された。

（h）BL08W
楕円マルチポールウィグラービームラインであ

り、第3陣として変更許可申請を予定している。輸
送チャンネルの組立は年度明けに開始される。放射
線シールドハッチは構造物としてはほぼ完成し、塗
装作業、ハッチ内配電用の通線作業が行われている。

（i）BL25SU
ツインヘリカルアンジュレータからの円偏光軟Ｘ

線を利用するビームラインであり、第3陣として変
更許可申請を予定している。光学ハッチ建設作業が
1月に開始されたので、今回初めて写真を掲載する。
回折格子分光器でビームを高く跳ね上げるので、測
定チェンバーはデッキ上に設置される。このための
デッキの建設も2月中旬に始まっている。輸送チャ
ンネルの組立は3月から始める予定である。

（j）BL39XU
標準的なＸ線アンジュレータビームラインであ

り、BL47XUとほぼ同一の構成となっている。第3
陣として変更許可申請を予定している。輸送チャン
ネルの組立は年度明けに開始される。ここでも放射
線シールドハッチ建設作業が1月から始まったので
今回から現場の写真を掲載する。

（K）BL44B2
理研ビームラインであり、白色、単色Ｘ線を切り

替えて利用可能な輸送チャンネルが建設される。フ
ロントエンドを含めて発注作業が終わっていない所
があり、変更許可申請の予定は検討中である。放射
線シールドハッチの建設が1月から始まったので今
回から現場の写真を掲載する。

（l）BL10XU
標準的なＸ線アンジュレータビームラインであ

り、BL47XUとほぼ同一の構成となっている。第3
陣として変更許可申請を予定している。輸送チャン

ネルの組立は年度明けに開始される。ここでも放射
線シールドハッチ建設作業が2月から始まったので
今回から現場の写真を掲載する。

（m）BL46XU
アンジュレータR&D用ビームラインであり、標

準アンジュレータより周期長の短いものが設置され
る予定である。輸送チャンネルは今後の発注が待た
れているが、とりあえず光学ハッチの建設が2月に
開始された。このビームラインも、今回から現場の
写真を掲載する。

3．ビームライン制御
2月中旬までに、輸送チャンネル制御の中心とな

るBL Master WS の搬入を終了した。標準二結晶分
光器、標準4象限スリットのGUI（αバージョン）
を作成し、利用系談話室で公開して使い勝手に関す
る意見を求め、ユーザー用コマンドを確定し、ユー
ザー用コマンドメッセージのマニュアルを作成し
た。また、BL Master WS上の挿入光源制御GUIを制
作し、第2陣までの7本のビームラインについてのビ
ームライン毎のカーネル設定環境が作成された。そ
の他にも、輸送チャンネル制御に必要なソフトウェ
ア開発を精力的に進めているが、使用前検査終了後
に一段と戦力を増強して5月の放射光ビーム使用時
には一応の制御環境を確保する。
輸送チャンネル制御と実験ステーション制御の連

携に関しては3月に利用者懇談会主催の研究会が開
かれるので、そこでより詳細な資料を提出するとと
もに、本誌にも制御担当グループから紹介記事を出
すことを予定している。

4．おわりに
第1期のビームライン建設も既に半ばを越え、終

わりの始まりが見えてきたような気がしている。こ
の間多くの方のご協力によってここまで辿り着いた
ことは感謝の念に堪えない。また、大勢の若い方
（自分自身が含まれるか否かは疑問があるが）が、
ビームライン建設作業を通して育ってきた感があ
る。やがて始まるであろう第2期以降のビームライ
ン建設では、この内の何人かが中心的な役割を果た
してくれることを確信しているが、より若い世代に
も、このゲームに参加して頂くことを切望してやま
ない。
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図1 BL47XU 図4 BL41XU

図2 BL02B1 図5 BL09XU

図3 BL01B1 図6 BL45XU
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図7 BL04B1 図10 BL39XU

図11 BL44B2

図12 BL10XU

図8 BL08W

図9 BL25SU
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〒351-01 埼玉県和光市広沢2-1
TEL：048-467-9327
FAX：048-462-4652
昭和57年東京大学大学院工学研究科博士課
程（物理工学専攻）修了、同年日本学術振
興会奨励研究員、58年文部省高エネルギー

物理学研究所放射光実験施設測定器研究系助手、64年東京大学工
学部物理工学科助教授、平成５年理化学研究所客員主任研究員、
6年東京大学工学部付属総合試験所助教授、7年理化学研究所マイ
クロ波物理研究室主任研究員、工学博士。日本物理学会、日本結
晶学会、日本放射光学会会員。最近の研究、放射光のための高性
能Ｘ線光学系の開発。趣味はSPring-8のビームライン建設とせざ
るを得ない。
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